
1 

令和６年度第２回石巻市下水道事業運営審議会会議概要録 1 
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第１ 日時  令和６年１２月１１日（水） 午後２時～４時 3 

第２ 会場  石巻市役所５階 ５０１会議室 4 

第３ 出席委員 １０名 5 

岡野知子委員／田村真介委員／佐藤正和委員／阿部宏通委員／阿部和夫委員／ 6 

芳賀茂吉委員／八木成一委員／千葉倫委員／千葉宏一委員／佐々木雅啓委員 7 

  ※丸岡美穂委員、小野寺潤委員欠席 8 

第４ 事務局 9 

   建設部次長 佐藤一弘／建設部次長 今野正太郎／ 10 

下水道建設課課長 阿部毅／同課長補佐 小山辰也 11 

下水道管理課課長 梶原和彦（説明）／同課課長補佐 藤井柳太郎（司会）／ 12 

同課技術課長補佐兼水洗化収納係長 戸村孝志／同課維持管理係長 佐藤昌也 13 

同課主幹兼経営企画係長 小野忠敬／同係主査 菊地真央／同係主査 佐々木恭平 14 

第５ 会議概要 15 

１ 開  会 16 

司会が全出席予定者の着席を確認し、定刻に開会を宣言した。 17 

２ 会議の成立 18 

司会が、本日の審議会の会議の成否について、石巻市下水道事業運営審議会条例第５条19 

第２項の規定により、会議は、委員の半数以上が出席しなければ開くことができないと20 

されているところ、委員 12 人中 10 人の出席を得たので、会議が有効に成立すること21 

を報告した。 22 

３ 会長あいさつ 23 

  岡野会長よりあいさつ 24 

４ 本日の会議についての説明 25 

司会）次第３の報告事項ですが、前回会議の概要につきましては、まとめさせていた26 

だきましたので、概要録の配付を持ちまして、報告に代えさせていただきたいと思い27 

ます。なお、前回の会議後に、委員より何点か御質問をいただいておりますので、資28 

料の中で御説明させていただきたいと存じます。 29 

御質問の点は、「経営の基本方針に記載の「経営基盤強化」の３事項の効果を使用30 

料改定にどのように取り込んでいくのか」というご質問で、 31 

・水洗化率の向上 32 

・使用料などの収納率の向上 33 

・下水道施設のライフサイクルコストの縮減 34 

・不明水の縮減 35 

・汚水処理費の削減 36 

の点について、がまず１点です。 37 
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もうひとつは、セグメント毎の経費回収率において、回収率の低いセグメントの処38 

理量、全処理量に占める割合、全経費に占める割合、また、経費回収率が低い理由と39 

その改善策について、になります。 40 

今回、資料の２『下水道使用料の改定について』ということで、現状と課題、効率41 

的な事業経営の取組、下水道使用料改定の検討として、３章にまとめましたので、こ42 

ちらの資料の中で、説明させていただきます。 43 

なお、資料でお示しする、使用料の改定単価等は、御議論いただくための事務局44 

（案）です。審議会での御意見を踏まえ、内容については、追加修正等対応したいと45 

考えております。 46 

また、本日は、下水道使用料の改定の部分をメインで説明し、御意見をいただきた47 

いと思っており、本日の会議の中でのほか、会議終了後、御意見を頂ける場合は、お48 

配りした意見記入様式に御質問・御意見を記載いただき、事務局までお送りいただけ49 

れば、次回の会議までに内容を整理してご説明させていただきたいと存じます。 50 

なお、本日、特に御議論いただきたい点を補足資料として、お配りしております。51 

内容は、答申に反映されるものとなりますので、委員の皆さまから御意見を頂戴した52 

いと考えております。 53 

それではここからの進行につきましては岡野会長にお願いいたします。 54 

５ 議題 55 

下水道使用料の改定について 56 

会長）それでは次第の 4、下水道使用料の改定について、事務局から説明をお願いい57 

たします。 58 

※資料 2に基づき事務局から石巻市下水道事業の現状と見通し、今後の取組み、下59 

水道使用料の改定案とその根拠について説明を行った。 60 

会長）ただ今、事務局から御説明をしていただきました中で、まず第 1章の現状と課61 

題につきまして、御質問御意見等ございましたら挙手の方お願いいたします。 62 

委員）資料 13ページのグラフについて修正の説明がありましたが、差し替えはない63 

のでしょうか。 64 

事務局）次回までに用意します。 65 

委員）不明水について、10％というと大きい数字かとは思いますが、これくらいは普66 

通なのか、県内あるいは全国的にみてどのようにとらえれば良いのか説明をお願いし67 

ます。 68 

事務局）全国的な平均や類団との比較は手持ち資料では確認できませんので次回まで69 

に確認して説明します。 70 

委員）下水道事業の面積は拡大していく、ところが少子高齢化による人口減少で、下71 

水道利用者は減っていくということは以前から言われております。大きな課題の 1つ72 

として人口減少、或いは施設の老朽化がありますが、この下水道事業というのは非常73 

に荷物を抱えているというか、利用料金を上げないと収支がとれない、いずれ今年度74 

で利用料金の改定というところになるのでしょうが、環境衛生の面では、どんどん下75 
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水道の整備はしなくてはならないのでしょうけど、人口は減っていくのはわかってい76 

るわけで、なんというか、大変失礼な話ですけど、お先真っ暗な事業で、当たり前の77 

ように我々が利用料金を払っていかなければならないという構図が見えてきて、今年78 

度の利用料金の改定で住民が納得するような、どんな議論していけばいいのかなとい79 

うことを思っておりました。 80 

事務局）今おっしゃられたとおり、経営は今後厳しくなっていくと思います。国でも81 

いろいろな施策を進めているところではありますが、それでもなかなか厳しいかと思82 

います。資料で説明したとおり、公共下水道は 100％を超える年もあり、下水道を使83 

用する人が多ければ多いほど効率的になるという仕組みです。この公共下水道に接続84 

を進めていくという考えではありますが、人口がまばらな地区では、下水道整備を進85 

めていくのが良いのか、あるいは浄化槽に切り替えていくのかといったことの検討を86 

今年度から進めているところです。 87 

会長）よろしいでしょうか。ほかにございますか。 88 

委員）経営の基本方針に沿った経営基盤強化について説明がありましたが、今回改定89 

の 4、5年後にも、やはりまた料金改定がついて回ると思うのですが、今後数年の間90 

に基盤強化事業を、どういう計画を持って、具体的に何年後にこういう数値として経91 

費削減措置として現れるっていう計画は、お持ちなのでしょうか。というのは昨年か92 

一昨年かの審議会で、水洗化率を 100％にしたらもう料金改定しなくても済むという93 

ような計算結果という話があったかと思いますが、それで収入が増加することもある94 

ので、実際の基盤強化に対して、特に水洗化率の向上というのが一番の大きなテーマ95 

ではないかなと思います。市内の中心部でもよく見ていると水洗化してないところが96 

いっぱいあるなと目につきます。委員から話がありましたが、どんどん伸ばしていく97 

けど、中心地でそういうところがまだあるという状態をみると、なんだかなというこ98 

とも非常に感じるので、基盤強化についての具体的な方策、定量化を少し教えていた99 

だければなと思います。 100 

事務局）水洗化率の向上ですが、地区を定めて個別に接続されてないお宅にはポステ101 

ィング等を順次やっているところではありますが、なかなか接続まで至らないのが現102 

状となっております。また不明水等の対策につきましては、コンクリート桝を交換し103 

たり、汚水桝を交換していくやり方だったり、今回予算に計上していますが、不明水104 

が多いと思われるところを調査して、順次、例えば壊れているところがあれば直して105 

いくなど、対策をとっていくような形にはしております。 106 

何かをやってもすぐには結果がなかなか出ない取組みなので、定量化は難しいです107 

が、この取組みを地道にやっていくしかないような状況です。 108 

委員）例えば会津若松だといろんな協力委員が戸別に回るとか、いろんなことをやっ109 

ていて、大分下水道接続率が上がったというところもあるので、他の自治体でどうい110 

うことをしてどういう効果が出ているかというのも、見ていると思いますが、もう少111 

し具体的に計画と目標設定をしないとなかなか経営基盤強化の方には繋がっていかな112 

いと思いますので、ぜひよろしくお願いします。 113 
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事務局）はい、わかりました。 114 

委員）19ページのデータについて確認したいのですが、汚水処理原価が年々増加して115 

いくとありますが、この数字は第 1章にいろいろ掲げられている取組みが反映されて116 

この数字ということになりますでしょうか。 117 

事務局）こちらについては昨年度、経営戦略改定時での見通しとなります。 118 

会長）第１章についてはほかによろしいでしょうか。では次に第２章について御意見119 

等あれば、お願いします。 120 

委員）27ページに不明水についてありますが、この不明水をなくすことはできないの121 

でしょうか。施設がすべて新しくなっても出てしまうものなのでしょうか。 122 

事務局）もちろんゼロにしたいと考えており、ストックマネジメント事業で、年々少123 

しずつ破損部分の修理などを続けているところです。ただ、やはり経年劣化というの124 

があり、石巻市の古いところでは 50年以上経過しているところもあり、基本的にコ125 

ンクリートの管だと 50年くらいで劣化が進んでいって、いずれ修理をしなければな126 

らないとされております。市の方でもそのことには着目しており、来年度からストッ127 

クマネジメントの基本計画を策定し、計画的に修繕していこうと考えております。 128 

委員）今の不明水の話に関連しますが、不明水はどこの地区が多いというのはわかっ129 

ているのでしょうか。 130 

事務局）石巻で最初に整備したところが、日和大橋を挟んで東側、湊地区や渡波地区131 

で、そういった石巻市内でも比較的早い段階で、下水道の整備が終わったところは管132 

渠についてもコンクリートなどの劣化がしやすい材質のものが入っている地区でもあ133 

りますで、そのあたりが多いのかなと思っております。 134 

委員）わかりました。それから一般家庭だと上水の使用量で料金が決まると思います135 

が、例えば水産加工場などでも同じでしょうか。 136 

事務局）上水に加えて、地下水の汲み上げも行っている事業者もおり、その場合は地137 

下水用のメーターを取り付けて、料金算定しております。 138 

委員）水産加工場付近では毎日、水が道路にこぼれながらトラックが走っております139 

が、そういった水が工場内にもこぼれていて、そういったものが不明水にもなりえる140 

のかなと思いました。質問ではなく意見です。 141 

会長）私からも１つ質問ですが、25ページに収納率の向上とあり、そこには不納欠損142 

額を減らすことは非常に重要だと書いてありますが、今日の審議事項である料金が改143 

定されて上がった場合に、滞納する方は、なかなか直らないのではないか思います。144 

かえって値段が上がって行けば行くほど払いにくい状況が増すと思いますが、今後、145 

滞納者に対してどのようなことを考えているのか教えていただきたいです。 146 

事務局）昨年度から債権回収の取組みを実施しておりまして、その結果は収納率に反147 

映されておりますので、今後も引き続き、特に悪質な滞納者には口座を差し押さえる148 

とか、滞納者に催告状を送り、毎月幾ら払いますという分納誓約を結んで、分納誓約149 

を守らなければ当然また差し押さえ等の滞納整理を実施するといった債権回収の取組150 

みを進めていくしかないのかなと思っております。実績として、口座の差し押さえを151 
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されて、その本人に通知が行くので、差し押さえされたということで窓口に来て払う152 

方もおりますし、口座から滞納分を引き落とすということもしておりますので、その153 

辺を強化していくのが一番かなと考えております。 154 

会長）わかりました。その他に第２章についてございますか。なければ第３章につい155 

て、御意見・御質問等あれば挙手をお願いします。 156 

委員）38ページの想定改定率ありますが、ここの説明で算定期間内に 100％を達成す157 

るためには、11年度末で達成するには 17.4％の改定が必要っていうことで説明あり158 

ますが、50ページで、20㎥世帯では 24.6％、それから 51ページでは令和 8年度159 

25.7％となっておりますが、この差について教えてください。 160 

事務局）38ページは現行の使用料収入に対して 17.4％の値上げが必要ですといった161 

データで、50ページ・51ページについては、パターン①で進めた場合に、現状の単162 

価に対してどれくらいの値上げになるかといった数値になります。同じ改定率という163 

言葉が出てきてしまい、わかりづらくて申し訳ありません。次回までにこの違いを分164 

かりやすくして資料を用意します。 165 

会長）今の質問に関連して、38ページの下水道使用料②と 51ページの使用料②の違166 

いが分かれば％の違いも分かると思うので、説明をお願いします。 167 

事務局）51ページの使用料②はパターン①で改定を行った場合にこれぐらいの使用料168 

収入となるという見込みの数値です。令和 11年度で経費回収率が 103.5％になるとあ169 

りますが、これは、改定の際に 100％をやや超える程度の改定が望ましいとのことが170 

あり、近しい数字になるように設定した次第です。100％を超えた部分の収入につい171 

ては、一般会計からの繰入金を抑制する資金とする考えです。 172 

委員）本日差し替えをもらった 52ページのどこが変わったのか説明をお願いしま173 

す。 174 

事務局）前回の使用では下水道料金の金額での順位にしておりましたが、経費回収率175 

の順位に直したものです。 176 

委員）52ページで比較的経費回収率が良い石巻市が、料金改定の結果、登米市や気仙177 

沼市より高くなるというのはどういう仕組みなのか教えてください。 178 

事務局）登米市や気仙沼市では、経費回収率を 100％まで上げることを目指していな179 

いことや、経費のうち維持管理費のみを回収するための料金改定とし、資本費の不足180 

は一般会計からの繰入金とすると考えていることも聞いておりますので、そういった181 

違いによるものです。 182 

委員）前の議論に戻ってしまいますが、石巻市は住みづらいということも言われます183 

が、上水や下水の各種料金も高く、移住してくるとよりそのことを感じるといったこ184 

とだと思います。その中で料金改定ということですが、もっと抜本的な経営改善をし185 

ていかないといけないのかなと思います。広域連携の必要性や環境衛生のための公共186 

下水道の推進といった様々な考えがあるとは思いますが、できることなら値上げが行187 

われなければ、あるいは値上げ幅が少なくなるのが良いかと思いますので、事務局に188 

もそういったことに汗をかいて検討していただければと思います。 189 
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事務局）今回料金改定したとして、４年後にまた料金改定の議論をしていきますが、190 

その際に値上げ幅が少なくなる、あるいは上げなくてすむように検討を進めてまいり191 

ます。 192 

委員）今回改定を行って 100％を超えたとして、その状況は何年ぐらい維持できるも193 

のなのか。 194 

事務局）現在は、社会情勢が複雑で、先を見込める期間が３～５年の幅でというのが195 

示されております。長期間を見込んでしまうと、どうしても社会情勢の変化で実情と196 

の乖離が大きくなってしまいますので、現段階では４年先までを見込み、それ以降に197 

ついては次回の改定時までに検討することとしております。 198 

委員）農集地区や漁集地区では市内中心部と比べると経費のかかり方が異なってくる199 

とは思いますが、公平性を考えて同じ料金ということでしょうか。 200 

事務局）サービスを受ける市民からすれば、公共でも農集・漁集でも変わらないの201 

で、同じ料金で考えております。合併前の旧町時代はそれぞれの地区で違う料金でし202 

たが、合併後の石巻市では統一の料金でやっております。 203 

委員）元々は所管する省庁が違うと思いますが、合併時に石巻市では統一でいくとし204 

たということでしょうか。 205 

事務局）そうです。 206 

会長）他にございませんか。では事務局から補足資料の説明をお願いします。 207 

事務局）補足資料では、使用料の改定にあたって、特にご意見をいただきたい点を記208 

載しております。 209 

 今後、御意見を踏まえた内容で石巻市から、下水道使用料の改定に係る諮問を行210 

い、答申をいただきたいと考えております。その際の答申書のもとになる部分を抜き211 

出しして記載させていただいております。 212 

 説明にもありましたが、下水道使用料の見直しにあたっては、収支の見通しに基づ213 

き、不足額を確認の上、算定対象期間を検討する必要があります。あまり長くなりす214 

ぎると、変動要因により、収支のギャップが生じてしまうため、3年から 5年での下215 

水道使用料の見直しが妥当であるため、今回は、令和 8年度から令和 11年度の 4か216 

年を算定対象期間としております。 217 

 もう１点、目標とする年度をどこに置くかという点ですが、我々としては、収支ギ218 

ャップが広がる令和 11年度での不足額を賄うため、令和 5年度の使用料収入に対219 

し、17.4％の改定率となるような、使用料体系としたいと考えております。 220 

 使用料体系については固定的経費の比率が高いため、基本使用料の割合を高め、従221 

量使用料の割合を低くするパターンで検討を行いましたが、一方で基本使用料を上げ222 

ていくと、10㎥未満の小量使用者の負担が大きくなります。また、従量部分は排水量223 

が多い方には、その分負担していただく必要もあり、我々としてはパターン①を改定224 

案として、提案させていただいております。 225 

改定時期は、令和 8年度からの改定を見込み、令和 7年度に市民や事業者の皆さま226 

への周知期間を確保したいと考えております。 227 
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 激変緩和措置については、他の自治体では、市民生活や事業者の経済活動へ大きな228 

影響を与えるような改定幅とする場合、一気に改定するのではなく、中間で１回目の229 

改定、その後、数年をおいて、改定という緩和措置を行う場合があります。今回の事230 

務局案では、激変緩和措置は検討しておりません。 231 

 経営戦略の改定においても、会議の際に出た御意見等を付帯意見として加えたうえ232 

で答申をいただいております。 233 

 今回の使用料の改定にあたっても、会議でいただいた経営に関する御意見などは、234 

付帯意見としたいと考えております。 235 

 これはあくまで事務局案ですので、他の料金パターンが良いとか、あるいは激変緩236 

和措置があった方が良いのではないかといった御意見があれば、本日配布した意見記237 

入様式に記入いただき事務局まで御提出いただければと思います 238 

６ その他 239 

  事務局から資料 3を用いて次回会議の予定を説明した。 240 

７ 閉会 241 

  司会が閉会を宣言した。 242 


